
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。この日は、南消防署の方による『赤ちゃんの救急法』についてのミニ講 

座が開かれ、13組の親子が参加していました。 

配布資料の『横浜市救急受診ガイド』『けがの予防対策』を見ながら、救急 

車を呼ぶ場合の見極め方や、病気や怪我の応急手当についての相談先等のお 

話があり、南区役所こども家庭支援課で製作した誤飲チェッカーも配付されました。 

代表の高田さんは「このサロンを利用している方は第１子のママが多いので、知識として頭に入れておくことで、

いざという時の対応に役立ててもらいたい。何よりも事故予防が大切。意識づけのために年に１度は実施したい。」 

とおっしゃっていました。 

ミニ防災講座の後はインストラクターによる親子体操。スタッフさんも一 

緒に体を動かし、ほんわかした雰囲気の中で健康づくりの取り組みが行われ 

ていました。 

 他にも、歯科医師や歯科衛生士による歯磨き講座、保健活動推進員による体 

力測定等を取り入れているサロンがあります。身近なところで気軽に学べる機会 

は子育て中にはありがたいことです。プラスアルファの取り組み、今後も広がっ 

ていくと良いですね！ 

 

 

 

 

 

 

南区の子育て支援関係者向け情報誌  第 26 号  

に こ で  ～和 手～ 

2018 年秋号  南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹  発行  

みんなで話そう！横浜での子育て 
次期「横浜市子ども・子育て支援事業計画」策定に向けた「市民意見交換会（グループトーク）」が開催されます！ 

すべての子どもの健やかな成長を支えるため、平成 27 年度にスタートした「子ども・子育て支援新制度」。横浜市で

は 5 年間の基本計画である「横浜市子ども・子育て支援計画 ～子ども、みんなが主役！よこはまわくわくプラン～」

に基づいて様々な事業を推進してきました。そして、現在は次期の計画作りに向けて、子育て家庭の現状や意向の把

握が行われています。その一環として 18区で“グループトーク”が開催されることになり、南区では以下の日程で参加 

者が募集されます。 地域で支えあい、安心して子育てするためにどんなことが必要かを話しましょう！ 

 

11月 10 日（土）南区役所 

「にこで ～和手～」 第 2６号 
【発行】 南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹 

〒232-0056 南区通町 4-115 アイルイン弘明寺２階 

TEL:720-3655 FAX:715-3815   

MAIL：info@haghagnoki.jp 

 現在、南区 16地区すべてで地域の皆さんによって、子育てサロン

が開催されています。基本的には、ゆったり自由に遊びながら交流す

る場ですが、時々は講座等を取り入れるところも増えてきました。今

回は、その一つの様子をご紹介します。 

 

9 月 7 日（金）太田地区町 

内連合会館で毎月第１金曜 

日に開催されている「ブー 

ブーくらぶ」を訪問しまし 

 

 

地域サロンで 

いろいろな取り組みが 

広がっています！ 

日 時：11月 10日（土）10時～12時 

会 場：南区役所 1階 

参加対象：子育て中の方など先着 30人（保育あり） 

申 込：10月 11日～31日  

こども青少年局企画調整課ホームページから 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参加者の声（一部抜粋）◆ 
年 2回では共催には結び付き

にくいです。地区ごとで 2～3

か月に 1回出来ると実際の事業

につながる気がします。 

10 年前は、もっとネットはどんな方向に進んで

いくんだろうと思っていましたが、顔見知りが増

え、それによって気軽に声をかけやすくなってきま

した。このことが大切なんだと思うこの頃…。 

色々なネットワークのつ

ながりを知ることができ、

今後の連携のあり方を考え

るいい機会となりました。 

開催報告 
支援者向け講座 

３０年度 第１回 南区子育てもっとネット 全体会議 報告 

高齢サロンやケアプラ

ザ事業から保育園、幼稚

園などに「昔遊びの会」と

して出向くのは、どうか。 

8月 27日(月)南図書館研修室で開催した研修会に

定員いっぱいの 40名の参加がありました。予約開始

日から順調にお申し込みがあり、このテーマでの関

心の高さを実感しました。 

まず、公益財団法人横浜市国際交流協会の藤井美

香さんと福徳未来さんから南区に暮らす外国人の状

況と多文化共生の取り組みについて講義があり、そ

の後ゲストスピーカー趙春梁さんに中国の子育て事

情や日本の子育てとの違いについて語っていただき

ました。次に「やさしい日本語」について学ぶミニ

ワークに４人程のグループをつくって取り組みまし

た。盛りだくさんの内容で２時間があっという間に

過ぎ、講座終了後も参加者同士が語り合う姿があち

らこちらで見られました。 

ご参加いただいた皆様ありがとうございました。 

つながれていない親子にどうアプロ

ーチしたらいいかは永遠のテーマ。南

区は妊娠中からのケアが必要。 

サロンを通して親同士や地域

とのつながりが広がればと思っ

ている。地域の高齢者とつながり

にくいので民生委員の経験から

の意見を聞けると重みがある。 

   南区内で子育て支援に関わる事業・活動を行っている 61 の施設や団体が参加してい

る「南区子育てもっとネット」の全体会議が７月 10 日に南区役所で開催されました。発足

から 10 年目を迎えた今年、“地域で子育てを支えあうつながり”を広げ深めていくために

どうしたら良いか、何ができるかについて話し合い、たくさんのアイデアが出されました。 

36施設・団体が出席

して、事務局スタッ

フを含め総勢 54名

で話し合いました！ 

参加者の感想 (一部抜粋) 

 中国の方が靴下を脱がしたくない理由が聞けて良か

ったです。心の壁を作らないという言葉は、誰に対

しても共通で自分の価値観が全てではないというこ

とに改めて気づかされました。相手の文化を知るこ

とは大切だと思いました。 

 具体的で丁寧で、お気持ちのこもった、しかもクオ

リティーが高い内容でとても心に響きました。明日

からの仕事に必ず生かしたいです。 

 日本のあたりまえで疑問に思う事もなく使っていた

言葉や行動が文化が違うと傷つけているかもしれな

いということを理解できました。 

 外国の方も日本の方も子育ての悩みは案外同じなん

だなと思いました。 

災害時には、地域の方が

駆けつけてくれるように常

に連絡を取っている。サロ

ンを卒業される方には他の

支援場所を紹介している。

地域の行事のお知らせも。 

調理系講座をやってみ

るのはどうか。いくつか

の施設が共催で、地域の

サロンで宣伝ができると

良い。集まった人たちが、

自分たちで作るサークル

になっていくといい。 

妊婦の方は、町内会を知らないの

かもしれない。自治会や町内会の防

災訓練等に参加できると良い。 

病気の子どもの子育てひろばがない。親

の不安、費用の問題がある。負担を減らせた

らと思う。相談できるところがあるといい。 



 


